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《基本方針１　本を読む楽しみを支える図書館》

基本施策⑴　図書資料の充実

№ 事業名 事業内容 担当館

1 図書館資料の収集・整理
「八戸市図書館資料収集要綱」に基づき、多様な資料を収集するとともに
適正な保存管理に努める。
「雑誌スポンサー制度」の活用により、雑誌の充実を図る。

本館

2 リクエストへの対応
市民の要望に応えるため、１人当たり年間10件までリクエストを受け付け
る。(市内在住・通勤・通学者のみ)
「八戸市図書館資料収集要綱」に基づき所蔵の可否を決定する。

本館

3 アンケート調査 市民のニーズを把握するため、アンケートを実施する。
本館
南郷
ｾﾝﾀｰ

基本施策⑵　読書活動の推進

№ 事業名 事業内容 担当館

4 本と雑誌のリサイクルフェア 市民から募集した不要本と図書館で除籍した本・雑誌を無償で提供する。
本館
南郷
ｾﾝﾀｰ

5 施設配本
公民館・高齢者施設・児童館・療護園などの施設に150冊を上限に３か月以
内の期間で貸出する。

本館
南郷

6 図書館相互利用事業

八戸圏域連携中枢都市圏の市町村図書館が、圏域内の図書館・図書室での
図書館の相互利用を行う。
協定を締結した岩手県北の市町村(久慈市・二戸市・洋野町・軽米町・九戸
村)で図書館の相互利用を行う。

本館
南郷
ｾﾝﾀｰ

7 相互貸借
市図書館に所蔵がなく、購入もできない図書を県内外の図書館から借り受
け、利用者へ提供する。(市内在住・通勤・通学の利用者のみ)

本館

8 移動図書館での貸出サービス
高齢者や図書館への来館が難しい方のために移動図書館車で市内50か所を
定期的に巡回する。

本館

9 企画展示
季節・行事・時事問題・他施設（課）との連携など多様なテーマでの展示
を行い、来館者が資料を手に取りやすい環境を整備し、利用促進を図る。

本館
南郷
ｾﾝﾀｰ

11 ブックリストの作成
図書館、ブックセンター、教育指導課、外部委員で構成する「選書委員
会」を立ち上げ、ブックリストを作成する。(本館のみ)
企画展示等にあわせてブックリストを作成し、利用者に提供する。

本館
南郷
ｾﾝﾀｰ

12 団体貸出 市内の学校・施設・任意団体等に対し、50冊を上限に貸出を行う。
本館
南郷
ｾﾝﾀｰ

13 秋の読書週間行事 「読書週間」(10/27～11/7)に講演会・朗読会・展示等を開催する。
本館
南郷
ｾﾝﾀｰ

14 あおもり冬の読書週間行事 「あおもり冬の読書週間」(1/5～1/26)に展示等を開催する。
本館
南郷
ｾﾝﾀｰ

50 定期的な休館日導入の検討
企画運営のための打ち合わせ等を行う時間を確保し、利用促進のための
サービス向上を図るため、週１日等、定期的な休館日導入について検討を
進める。

本館
南郷
ｾﾝﾀｰ
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基本施策⑶　子どもの読書活動の推進

№ 事業名 事業内容 担当館

15 発達段階に応じた本の整備
子どもの発達・成長段階に応じた絵本や児童書、中高生向けの本を収集
し、手に取りやすいよう工夫して排架する。

本館
南郷
ｾﾝﾀｰ

16 学校配本
学校図書館の資料充実を図るため、希望する市内小中学校にまとめて200冊
を上限に、４か月間の期間で貸出する。

本館

17 学校図書館出前講座
図書に関する理解や関心を深めてもらうため、図書館職員が小中学校へ出
向き、学校図書館の図書整理や読み聞かせの仕方等について児童生徒・教
諭・ボランティア等を対象に講座を実施する。

本館

18
図書館見学の受入
職場体験等の受入

小学校の社会科・生活科の授業における図書館見学を受け入れる。
中学生・高校生の職場体験を受け入れる。

本館
南郷
ｾﾝﾀｰ

19 図書館業務体験講座
児童生徒に、図書館をより知ってもらい本に親しんでもらうため、図書館
の仕事を体験する講座を開催する。

本館
南郷

20 調べる学習コンクール
子どもたちが自ら考え学ぶ意欲と情報を活用する力を育てるとともに、図
書館の利用促進を図るため、小中学生を対象に調べる学習コンクールを開
催する。

本館

21 調べる学習チャレンジ講座
調べる学習コンクールの作品作成に参考となるよう、小中学生・保護者・
学校関係者を対象とした講座を開催する。

本館
南郷

22 夏休み調べる学習相談会 学校夏休み期間に図書館職員が調べる学習の相談に対応する。 本館

23 ブックスタート事業

乳幼児の豊かな心を育み、本に親しむきっかけをつくることを目的に実
施。乳児股関節脱臼検診終了後、図書館職員が「ブックスタートパック」
を配付し、ボランティアが一組ずつの親子を対象にブックスタートの趣旨
を説明し、絵本の読み聞かせを行う。

本館

24
ブックスタート・フォロー
アップ事業の検討(予定)

「ブックスタート事業」で絵本と出会った親子に対して、家庭での読書環
境の継続と充実を支援し、読書を通じた子どもの豊かな心を育むととも
に、図書館の利用促進を図るため、３歳児に絵本を１冊と絵本リストや利
用案内等を配付する事業の具体化に向けて検討を進める。

本館

25 あかちゃんのおにわ
生後４か月から２歳までの幼児とその保護者を対象に、小さな子どもと保
護者が気兼ねなく来館し、本に親しめるようにスペースを提供する。

南郷

26 おはなし会
ボランティア団体や個人のボランティアと協働でおはなし会を定期及び季
節ごとに開催する。
本館・分館で連携したおはなし会を企画・開催する。

本館
南郷
ｾﾝﾀｰ

27 子どもの読書週間行事 「子どもの読書週間」（4/23～5/12）におはなし会・展示等を開催する。
本館
南郷
ｾﾝﾀｰ
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基本施策⑷　ボランティアとの連携

№ 事業名 事業内容 担当館

28 分室の運営
市内の公民館等に分室を設置し、週１～２回ボランティアによる運営を行
う。

本館

29
読み聞かせボランティアの育
成

読み聞かせボランティア育成のため、講座を開催する。 本館

30 ボランティア受入
書架整理や配架・新聞括り・クリッピング・草刈り等業務をサポートする
ボランティアを受け入れる。
三戸地域自立相談窓口利用者のボランティアを受け入れる。

南郷
ｾﾝﾀｰ

再掲
23

ブックスタート事業

乳幼児の豊かな心を育み、本に親しむきっかけをつくることを目的に実
施。乳児股関節脱臼検診終了後、図書館職員が「ブックスタートパック」
を配付し、ボランティアが一組ずつの親子を対象にブックスタートの趣旨
を説明し、絵本の読み聞かせを行う。

本館

再掲
26

おはなし会
ボランティア団体や個人のボランティアと協働でおはなし会を定期及び季
節ごとに開催する。
本館・分館で連携したおはなし会を開催する。

本館
南郷
ｾﾝﾀｰ

基本施策⑸　学校との連携

№ 事業名 事業内容 担当館

31 学校訪問 分館近隣の小中学校で、読み聞かせ・ブックトーク・企画展示等を行う。
南郷
 ｾﾝﾀｰ

再掲
17

学校図書館出前講座
図書に関する理解や関心を深めてもらうため、図書館職員が小中学校へ出
向き、学校図書館の図書整理や読み聞かせの仕方等について児童生徒・教
諭・ボランティア等を対象に講座を実施する。

本館

再掲
18

図書館見学の受入
職場体験等の受入

小学校の社会科・生活科の授業における図書館見学を受け入れる。
中学生・高校生の職場体験を受け入れる。

本館
南郷
ｾﾝﾀｰ

基本施策⑹　他施設(課)との連携

№ 事業名 事業内容 担当館

32 歴史講座
郷土の歴史に対する理解や関心を深めてもらうため、博物館と図書館で共
通のテーマを設け、市民を対象に歴史に関する講座を行う。

本館

33 他施設との連携

「本のまち八戸」を推進するため、八戸ブックセンターと連携した企画事
業に取り組む。
博物館・美術館等他施設や、教育指導課・総合教育センターなど他課とも
連携し、事業を実施する。
南郷図書館では南郷文化ホールと共催で、夏と冬におはなし会を開催す
る。

本館
南郷

34 ＮＡＮ号てんもん教室
視聴覚センター・児童科学館の協力を得て、南郷図書館駐車場にて天文教
室を開催する。

南郷

再掲
7

相互貸借
市図書館に所蔵がなく、購入もできない図書を県内外の図書館から借り受
け、利用者へ提供する。(市内在住・通勤・通学の利用者のみ)

本館

再掲
9

企画展示
季節・行事・時事問題・他施設（課）との連携など多様なテーマでの展示
を行い、来館者が資料を手に取りやすい環境を整備し、利用促進を図る。

本館
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《基本方針２　誰もが利用できる図書館》

基本施策⑴　老朽化への対応とユニバーサルデザイン化の推進

№ 事業名 事業内容 担当館

35 施設設備の改修
利用者の安全性・利便性を考慮しながら、館内の各コーナーの設置場所の
見直しを含め、施設の改修を進める。

本館
南郷
ｾﾝﾀｰ

基本施策⑵　高齢者や障がい者等へのサービスの充実

№ 事業名 事業内容 担当館

36 障がい者等配送貸出
心身の障がい等により、図書館に来館が困難な方に、図書や雑誌を配送で
貸出する。

本館

37
高齢者、障がい者用図書の充
実

本を読む事に困難を伴う様々な方のため、活字の大きい図書(大活字本)・
ＬＬブック※・朗読ＣＤ等の資料を収集する。
収集した資料を展示し利用促進を図る。

本館

再掲
5

施設配本
公民館・高齢者施設・児童館・療護園などの施設に150冊を上限に３か月以
内の期間で貸出する。

本館
南郷

再掲
8

移動図書館での貸出サービス
高齢者や図書館への来館が難しい方のために移動図書館車で市内50か所を
定期的に巡回する。

本館

※ ＬＬブック …誰もが読書を楽しめるように工夫してつくられた「やさしく読みやすい本」のこと。

基本施策⑶　デジタル化の推進

№ 事業名 事業内容 担当館

38 電子書籍の導入検討
図書館に足を運ばなくとも本に親しめるよう、電子書籍の導入を検討す
る。

本館

39 図書館システムの改修・更新
図書館システムについて、より使いやすいようにインターネット予約サー
ビスの改修を行うとともに、システム更新に併せたＩＣタグや自動貸出機
等の導入を検討する。

本館

40 古文書検索システムの整備
古文書検索システムの改修及び未登録の目録について整備を進め、検索シ
ステムで公開する。また、資料のデジタル化を図り、図書館ホームページ
で公開する。

本館

基本施策⑷　分館・分室の利活用の検討

№ 事業名 事業内容 担当館

41 分館の運営 分館（南郷図書館・図書情報センター）を指定管理者により運営する。 本館

再掲
28

分室の運営
市内の公民館などに分室を設置し、週１～２回ボランティアによる運営を
行う。

本館
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《基本方針３　生涯にわたる学びを支え、暮らしや地域の課題解決を支える図書館》

基本施策⑴　課題解決に役立つ幅広い分野の資料の収集と提供

№ 事業名 事業内容 担当館

再掲
2

リクエストへの対応
市民の要望に応えるため、１人当たり年間10件までリクエストを受け付け
る。(市内在住・通勤・通学者のみ)
「八戸市図書館資料収集要綱」に基づき所蔵の可否を決定する。

本館

再掲
3

アンケート調査 市民のニーズを把握するため、アンケートを実施する。
本館
南郷
ｾﾝﾀｰ

基本施策⑵　レファレンスサービス・レフェラルサービスの充実

№ 事業名 事業内容 担当館

42
古文書・郷土資料等に関する
レファレンス内容の整理

古文書・郷土資料等についてのレファレンス記録を作成し、職員で共有す
る。

本館

43 職員研修・先進事例視察

定期的な内部研修、また、外部研修の積極的な活用により職員によるレ
ファレンス・レフェラルサービスの充実を図る。
先進事例を視察し、職員によるレファレンス・レフェラルサービスの充実
を図る。

本館
南郷
ｾﾝﾀｰ

基本施策⑶　学習機会の提供

№ 事業名 事業内容 担当館

44 古文書解読講習会
郷土の先人たちの記した文字「くずし字」を読み解きながら、古文書をも
とに八戸市の歴史を学ぶ講座を行い、学習の場を提供するとともに、古文
書解読ができる人材を育成する。

本館

再掲
13

秋の読書週間行事 「読書週間」（10/27～11/7）に講演会・朗読会・展示等を開催する。
本館
南郷
ｾﾝﾀｰ

再掲
18

図書館見学の受入
職場体験等の受入

小学校の社会科・生活科の授業における図書館見学を受け入れる。
中学生・高校生の職場体験を受け入れる。

本館
南郷
ｾﾝﾀｰ

再掲
19

図書館業務体験講座
児童生徒に、図書館をより知ってもらい本に親しんでもらうため、図書館
の仕事を体験する講座を開催する。

本館
南郷

再掲
20

調べる学習コンクール
子どもたちが自ら考え学ぶ意欲と情報を活用する力を育てるとともに、図
書館の利用促進を図るため、小中学生を対象に調べる学習コンクールを開
催する。

本館

再掲
21

調べる学習チャレンジ講座
調べる学習コンクールの作品作成に参考となるよう、小中学生・保護者・
学校関係者を対象とした講座を開催する。

本館
南郷

再掲
22

夏休み調べる学習相談会 学校夏休み期間に図書館職員が調べる学習の相談に対応する。 本館

再掲
29

読み聞かせボランティアの育
成

読み聞かせボランティア育成のため、講座を開催する。 本館

再掲
32

歴史講座
郷土の歴史に対する理解や関心を深めてもらうため、博物館と図書館で共
通のテーマを設け、市民を対象に歴史に関する講座を行う。

本館

再掲
34

ＮＡＮ号てんもん教室
視聴覚センター・児童科学館の協力を得て、南郷図書館駐車場にて天文教
室を開催する。

南郷

基本施策⑷　多様な情報媒体の活用

№ 事業名 事業内容 担当館

45 各種媒体による情報発信
図書館ホームページ・広報はちのへ・新聞紙面に加え、即時性・発信力の
高いＳＮＳを活用した情報発信を行う。

本館
南郷
ｾﾝﾀｰ
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《基本方針４　郷土の歴史や文化を次世代へ継承する図書館》

基本施策⑴　古文書の保存管理と活用の推進

№ 事業名 事業内容 担当館

46 古文書解読事業
古文書を良好な状態で整理・保存するとともに、八戸藩の日記などを解読
し、市民の利用に供する。

本館

47
歴史資料の収集・整理・保
存・活用

八戸市の歴史に関する資料を収集・保存し、目録を作成する。また、作成
した目録のデジタル公開を行い、資料の活用を図る。

本館

48 郷土に関する書籍の刊行
郷土に関する書籍を年１冊刊行し、郷土に関して学習するための基本資料
を提供する。
刊行した書籍の販売や、販売促進のため広報を行う。

本館

再掲
32

歴史講座
郷土の歴史に対する理解や関心を深めてもらうため、博物館と図書館で共
通のテーマを設け、市民を対象に歴史に関する講座を行う。

本館

再掲
40

古文書検索システムの整備
古文書検索システムの改修及び未登録の目録について整備を進め、検索シ
ステムで公開する。また、資料のデジタル化を図り、図書館ホームページ
で公開する。

本館

再掲
44

古文書解読講習会
郷土の先人たちの記した文字「くずし字」を読み解きながら、古文書をも
とに八戸市の歴史を学ぶ講座を行い、学習の場を提供するとともに、古文
書解読ができる人材を育成する。

本館

基本施策⑵　郷土資料の充実

№ 事業名 事業内容 担当館

49 郷土資料の収集・整理・保存

購入・寄贈等により受け入れた郷土資料を、装備・図書登録し、利用者の
閲覧利用に供する。
刊行物等の合冊、郷土の新聞記事を切り抜いたファイルの作成などによ
り、郷土資料の利便性を高める。

本館

再掲
42

古文書・郷土資料等に関する
レファレンス内容の整理

古文書・郷土資料等についてのレファレンス記録を作成し、職員で共有す
る。

本館
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